
株主メモ

（ご注意）
1.株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設され

ている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となって
おりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託
銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

〒679-4395 兵庫県たつの市新宮町平野60番地
 TEL 0791-75-0411

■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月
■ 基 準 日 定時株主総会　3月31日

期末配当　　　3月31日
中間配当　　　9月30日
その他必要がある場合、あらかじめ公告する一定の日

■ 株 主 名 簿 管 理 人
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関
■ 同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL　0120-094-777（通話料無料）

■ 公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.teikokudenki.co.jp/
(ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じ
たときは、日本経済新聞に公告いたします。）

株 主 のみなさまへ

第106期 中間報告書
平成21年4月1日から平成21年9月30日まで



厳しい経営環境の中、
さらなる企業価値向上に
邁進してまいります。

　株主の皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げ
ます。
　また平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに、当社グループ（当社及び連結子会社）の当第2
四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月
30日まで）の事業の概況をご報告させていただきます。
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大企
業・製造業を中心に業況判断が改善しており、足元で景気
は持ち直しの動きにありますが、中期的な需要動向に対し
て慎重な企業が多く、雇用や設備投資の回復までにはなお
相当の時間を要すると思われます。一方世界経済は、米国
が最悪期を脱し、持ち直しの兆しを見せており、中国は政
府の大規模な景気刺激策の効果が顕在化してきております。
ただ全体としては、実体経済の回復力は弱く、各国の景気
刺激策が切れた後の二番底が懸念される状況であります。
　このような状況の中で、当社グループ（当社及び連結子
会社）の当第2四半期連結累計期間の売上高は、主力のポ
ンプ事業において、ケミカル用モータポンプ、ケミカル以
外用モータポンプの販売が企業の設備投資抑制の影響を受
け国内外ともに減少したことから、70億69百万円（前年
同期比17億5百万円減少、19.4％減）となりました。
　利益面につきましては、主に主力のポンプ事業における
売上高減少や円高による48百万円の為替差損の発生、また、

連結子会社の台風9号の被害による34百万円の特別損失の
発生等により、営業利益は4億87百万円（同6億28百万円
減少、56.3％減）、経常利益は5億54百万円（同6億60
百万円減少、54.4％減）、四半期純利益は2億47百万円（同
4億61百万円減少、65.1％減）となりました。
　このように、当第2四半期連結累計期間の経営成績とし
ては、前年同期と比べ減収減益となり、1株当たり四半期
純利益は26円17銭（前年同期は75円07銭）となりました。
　なお、当第2四半期連結累計期間の受注高は71億1百万
円（前年同期比28億99百万円減少、29.0％減）、受注残
高は39億35百万円（同14億67百万円減少、27.2％減）
となりました。それぞれの減少の主なものはポンプ事業で
あり、受注高では58億80百万円（同25億73百万円減少、
30.4％減）、受注残高では36億27百万円（同14億87
百万円減少、29.1％減）であります。
　今後とも株主の皆様のご支援、ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。

平成21年12月

代表取締役社長 宮地國雄

営業の概況トップメッセージ

　ポンプ事業は、全体としてはケミカル用モータポンプ、ケミカ
ル以外用モータポンプともに国内外で販売が減少しました。内訳
は、ケミカル用モータポンプにおいては、主力のケミカル機器モー
タポンプや冷凍機・空調機器モータポンプが国内外で減少しまし
た。ケミカル以外用モータポンプにおいては、半導体機器モータ
ポンプが国内外ともに大きく減少し、電力関連機器モータポンプ
が主に海外向けで減少しました。
　その結果、売上高は59億21百万円（前年同期比12億43百万
円減少、17.4％減）、連結売上高に占める割合は83.8％となり
ました。
　また、営業利益は、
売上減と操業度低下
による利益率の悪化
等により4億56百万
円（同5億15百万円
減 少、53.1 ％ 減 ）
となりました。

　その他事業は、昇降機等の特殊機器の売上が減少したことから、
売上高は1億36百万円

（前年同期比1億19百万
円減少、46.6％減）、連
結売上高に占める割合は
1.9％となりました。
　また、営業利益は、売
上減と操業度低下に伴う
利 益 率 悪 化 等 に よ り9
百万円の赤字（前年同期
は9百万円の黒字）とな
りました。

　電子部品事業は、自動車用電装品の電子機器ユニットの需要が、
自動車産業の生産回復に伴い回復しつつあるものの、前年同期の
水準には届かず、売上高は10億11百万円（前年同期比3億42
百万円減少、25.3％減）、連結売上高に占める割合は14.3％と
なりました。
　また、営業利益は、当第1四半期は0百万円の赤字でありまし
たが、売上が回復しつつあることや販売費及び一般管理費の節減
に努めたこと等により40百万円（同94百万円減少、69.9％減）

と黒字化いたしました。

■ ポンプ事業

■ その他事業

■ 電子部品事業平成21年度第2四半期連結業績

当第2四半期（累計）
（H21.4.1〜H21.9.30）

前第2四半期（累計）
（H20.4.1〜H20.9.30）

対前年同期
増減率

（千円） （千円） （%）

売上高 7,069,702 8,774,872 △19.4
営業利益 487,541 1,115,713 △56.3
経常利益 554,446 1,214,664 △54.4

四半期純利益 247,080 708,628 △65.1
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四半期連結決算の概要

■ 四半期連結損益計算書� （単位：千円） ■ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書�（単位：千円）■ 四半期連結貸借対照表� （単位：千円）

科目 当第2四半期末
（平成21年9月30日現在）

前期末
（平成21年3月31日現在）

（ 負　 債　 の　 部 ）
流 動 負 債

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,271,400 1,792,156
短 期 借 入 金 645,840 958,031
1年内返済予定の長期借入金 858 814
未 払 法 人 税 等 224,235 356,609
製 品 保 証 引 当 金 18,823 14,471
賞 与 引 当 金 382,433 381,727
役 員 賞 与 引 当 金 12,500 28,000
そ の 他 706,317 855,524
流 動 負 債 合 計 3,262,409 4,387,334

固 定 負 債
長 期 借 入 金 2,646 2,917
退 職 給 付 引 当 金 835,676 799,865
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 86,046 76,896
そ の 他 155,545 167,878
固 定 負 債 合 計 1,079,915 1,047,557
負 債 合 計 4,342,324 5,434,891

（ 純 資 産 の 部 ）
株 主 資 本

資 本 金 2,116,823 2,116,823
資 本 剰 余 金 1,904,614 1,904,614
利 益 剰 余 金 8,648,567 8,495,884
自 己 株 式 △� 9,281 △� 9,028
株 主 資 本 合 計 12,660,723 12,508,294

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金 60,186 △� 59,129
為 替 換 算 調 整 勘 定 △� 96,738 △� 228,344
評価・換算差額等合計 △� 36,551 △� 287,474
純 資 産 合 計 12,624,171 12,220,819
負 債 純 資 産 合 計 16,966,496 17,655,710

科目 当第2四半期（累計）
（平成21年4月１ 日から

平成21年9月30日まで）
前第2四半期（累計）
（平成20年4月１ 日から

平成20年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 902,881 909,335

投資活動によるキャッシュ・フロー △� 254,612 △� 524,582

財務活動によるキャッシュ・フロー △� 430,133 △� 191,021

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,658 △� 19,557

現金及び現金同等物の増加額 226,794 174,174

現金及び現金同等物の期首残高 1,899,004 2,521,947

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,125,799 2,696,121
※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。

科目 当第2四半期末
（平成21年9月30日現在）

前期末
（平成21年3月31日現在）

（ 資　 産　 の　 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金 2,236,550 1,990,733

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 4,833,046 5,254,453

製 品 773,094 808,729

仕 掛 品 987,470 1,206,571

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 984,309 1,261,483

そ の 他 657,618 661,228

貸 倒 引 当 金 △� 156,216 △� 125,908

流 動 資 産 合 計 10,315,874 11,057,291

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 5,329,225 5,422,630

無 形 固 定 資 産 41,071 18,282

投 資 そ の 他 の 資 産 1,280,324 1,157,506

固 定 資 産 合 計 6,650,621 6,598,419

資 産 合 計 16,966,496 17,655,710

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。

科目 当第2四半期（累計）
（平成21年4月１ 日から

平成21年9月30日まで）
前第2四半期（累計）
（平成20年4月１ 日から

平成20年9月30日まで）

売 上 高 7,069,702 8,774,872

売 上 原 価 4,603,936 5,537,316

売 上 総 利 益 2,465,766 3,237,556

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,978,224 2,121,843

営 業 利 益 487,541 1,115,713

営 業 外 収 益 127,195 110,913

営 業 外 費 用 60,290 11,962

経 常 利 益 554,446 1,214,664

特 別 利 益 12 7,826

特 別 損 失 35,117 3,543

税金等調整前四半期純利益 519,341 1,218,947

法 人 税 等 272,261 510,319

四 半 期 純 利 益 247,080 708,628
※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。
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発行可能株式総数	 34,600,000株
発行済株式の総数	 9,450,069株
株主数	 4,045名

その他の法人
1,680,228株
（17.80％）

個人・その他
4,814,476株
（51.0％）

金融商品取引業者
99,720株
（1.06％）

外国法人等
1,007,997株
（10.68％）

金融機関
1,837,200株
（19.46％）

所有者別株式分布状況（株）

個人・その他
3,882名

（95.99％）

その他の法人
54名（1.34％）

（注）自己株式（1名10,448株）を
　　　控除しております。

外国法人等 52名（1.29％）金融機関 30名（0.74％）
金融商品取引業者

26名
（0.64％）

所有者別株主分布状況（人）

9,439,621株

4,044名

■ 株式の状況（平成21年9月30日現在）

■ 大株主

■ 株式分布状況

■ 会社概要（平成21年9月30日現在）

■ 役員（平成21年9月30日現在）

トピックス 株式情報／会社情報

平成21年5月11日から15日の5日間、ドイツのフランク
フルトで開催された「ACHEMA 2009」に当社製品を出
展しました。ACHEMAは3年に一度開催される、世界の化
学関連メーカーが集う業界最大規模の展示発表会です。今
回は当社新製品の超大型キャンドモータポンプのパネルを
展示し、業界関係者から大きな反響を得ることが出来ました。

平成21年9月28日から10月2日の5日間、ロシアのモス
クワで開催された「KHIMIA 2009」に当社製品を出展し
ました。KHIMIAは2年に一度ロシアで開催されるロシア・
CIS諸国最大の化学関連業界の展示発表会であり、今回当
社は初めてブースを設けました。ロシア及びCIS諸国は、
近年石油化学業界の発展が著しく、当社ビジネスにとって
重要な地域の一つとなっています。

当社100％出資子会社の大連帝国キャンドモータポンプ有
限公司は、平成21年6月にサービス会社を山東省済南市に
設立しました。同社は平成21年2月にも江蘇省無錫市に
サービス会社を設立しており今回で2社目となります。
広大な中国市場で、大連帝国キャンドモータポンプ有限公
司はさらなる飛躍を目指しています。

ACHEMA（アヘマ）に出展

KHIMIAに出展 大連帝国キャンドモータポンプ有限公司
がサービス会社を設立

株主名 当社への出資状況
持株数 出資比率

三菱電機株式会社 1,143,200株 12.11％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 393,500株 4.17％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 348,400株 3.69％
徳永耕造 300,600株 3.18％
刈田耕太郎 289,322株 3.06％
帝国電機製作所従業員持株会 234,862株 2.49％
Cathrin Ott GmbH 211,344株 2.24％
Tina Ott GmbH 211,344株 2.24％
入江慶次郎 206,100株 2.18％
帝国電機取引先持株会 205,900株 2.18％

（注）1．出資比率は、自己株式（10,448株）を控除して算出しております。
2．比率は小数点第3位以下を四捨五入して表示しております。

代表取締役社長 宮 　 地 　 國 　 雄
常 務 取 締 役 中 　 野 　 　 　 治
常 務 取 締 役 柴 　 田 　 直 　 行
取 締 役 高 　 橋 　 　 　 昇
取 締 役 其 　 原 　 章 　 治
取 締 役 中 　 村 　 嘉 　 治
取 締 役 尾 　 上 　 喜 一 郎
常 勤 監 査 役 刈 　 田 　 耕 太 郎
常 勤 監 査 役 苅 　 尾 　 耕 　 蔵
監 査 役 長 谷 川 　 克 　 博
監 査 役 曾 　 我 　 　 　 巖

社 名 株式会社帝国電機製作所
TEIKOKU ELECTRIC MFG. CO., LTD.

設 立 昭和14年 9月12日
資 本 金 21億1,682万3,450円
従 業 員 数 連結 1,199名　単体 325名
本 社 〒679-4395

兵庫県たつの市新宮町平野60番地
Tel. 0791-75-0411（代表）

ホームページ http://www.teikokudenki.co.jp/
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